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上
代
形
容
詞
の
連
体
修
飾
用
法

―
―
語
幹
に
よ
る
修
飾
と
連
体
形
に
よ
る
修
飾
―
―

一
　

は
じ
め
に

形
容
詞
に
よ
る
連
体
修
飾
は
、
語
幹
に
よ
る
も
の
と
連
体
形
に
よ
る
も
の

と
が
あ
る
。
上
代
に
お
い
て
形
容
詞
が
活
用
形
を
整
え
て
い
っ
た
経
緯
か
ら
、

こ
の
二

つ
の
連
体
修
飾
用
法
は
連
体
形
が
成
立
す
る
前
後
の
時
期
的
な
相
違

に
よ
る
と
い
う
考
え
方
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
時
代
が
下

っ
て
も
な
お

新
た
に
形
容
詞
語
幹
に
よ
る
連
体
修
飾
用
法
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

単
純
に
時
期
的
な
問
題
と
も
言
え
な
い
。
上
代
に
お
け
る
二

つ
の
連
体
修
飾

の
選
択
基
準
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

調
査
対
象
文
献
は
万
葉
集

。
古
事
記

・
日
本
書
紀

。
続
日
本
紀
宣
命

。
祝

詞
で
、
仮
名
書
き
例
の
他
、
訓
字
表
記
例
も
含
め
る
。
た
だ
し
、
固
有
名
詞
、

語
幹
の
用
法
の
違
例
と
な
る
例
、
需
名
詞
十
語
幹
］
十
名
詞
］
と
い
う
形
態

の
例
、
オ
ホ
シ
は
対
象
か
ら
除
外
し
た
。
目
名
詞
十
語
幹
］
十
名
詞
］
は
、

［名
詞
＋
語
幹
］
が
主
述
の
関
係
に
あ
り
そ
の
部
分
全
体
で
下
接
の
名
詞
を

修
飾
し
て
い
る
の
で
、
単
な
る

［語
幹
十
名
詞
］
と
は
構
造
が
異
な
る
た
め

林

浩

恵

で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の

［名
詞
十
語
幹
］
が
語
尾
を
伴

っ
て
形
容
詞
と
し
て

用
い
ら
れ
る
例
が
あ
る
場
合
は
対
象
と
す
る
。
オ
ホ
シ
は
、
蜂
矢
真
郷

（
一

九
九
二
）
に
上
代
で
は

「
大
き
い
」
意
の
例
が
連
体
形
オ
ホ
キ
の
連
体
法
と

い
う
限
定
的
な
用
法
し
か
持

っ
て
い
な
い
と
い
う
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
特

殊
な
事
情
が
あ
る
た
め
除
外
し
た
。
以
下
、
単
に

「修
飾
」
と
述
べ
る
場
合

は
連
体
修
飾
を
指
す
。

二
　
形
容
詞
の
意
味
分
類
と
そ
の
基
準

本
稿
で
は
阪
倉
篤
義

（
一
九
八
五
）
に
よ

っ
て
形
容
詞
の
意
味
分
類
を
行

い
論
証
を
進
め
る
。
阪
倉

（
一
九
八
五
）
で
は
、
形
容
詞
を
状
態
性

・
情
意

性
に
三
分
類
し
、
さ
ら
に
状
態
性
を
状
態
と
感
覚
に
、
情
意
性
を
程
度
、
評

価
、
感
情
に
そ
れ
ぞ
れ
下
位
分
類
す
る
。
た
だ
、
明
確
な
分
類
基
準
が
示
さ

れ
て
い
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
川
端
善
明

（
一
九
八
三
）
に
示
さ
れ
た
形
容

詞
文
の
構
造
を
参
考
と
し
て
分
類
基
準
を
立
て
る
。
川
端

（
一
九
八
三
）
で

は
形
容
詞
を
情
態
性
形
容
詞
と
情
意
性
形
容
詞
と
に
分
類
し
、
感
覚
性
形
容



詞
は
情
態
性
形
容
詞
に
含
ま
れ
、
評
価
性
形
容
詞
は
情
意
性
形
容
詞
に
含
ま

れ
る
と
す
る
。
そ
し
て
形
容
詞
文
の
主
語

（知
覚
の
対
象
）
に
着
目
し
、
情

態
性
形
容
詞
文
で
は
主
語
は
何
ら
か
の
も
の

（傍
点
は
原
文
に
よ
る
）
で
あ

る
こ
と
、
情
意
性
形
容
詞
の
主
語
は

一
種
の
こ
と
が
ら

（傍
点
は
原
文
に
よ

る
）
で
あ
る
が
、
情
意
の
主
者
を
常
に

「
私
」
と
し
て
意
味
的
、
関
係
的
に

潜
ま
せ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
感
覚
性
形
容
詞
と
評
価
性
形
容
詞
と
は
そ
の

二

つ
の
形
容
詞
の
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
感
覚
性
形
容
詞
は
情
態
性
で
あ

り
な
が
ら
主
語
に

「
私
」
が
立

つ
こ
と
が
で
き
、
評
価
性
形
容
詞
の
主
語
は

こ
と
が
ら
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
「私
」
が
主
語
と
し
て
文
に
現
象
せ
ず
、
し

ば
し
ば
も
の
の
主
語
を
も

つ
こ
と
に
安
定
す
る
と
い
う
。

阪
倉

（
一
九
八
五
）
。
川
端

（
一
九
八
三
）
を
参
考
に
形
容
詞
の
意
味
分

類
と
そ
の
基
準
を
示
し
た
の
が
表
１
で
、
具
体
例
を
次
に
示
し
た
。
例
文
の

括
弧
内
は
省
略
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
以
下
、
上
位
分
類
の

「
状
態
」

は

「状
態
性
」
、
下
位
分
類
の

「
状
態
」
は

「状
態
」
と
記
す
。

【表
１
】

情 意 状  態

（５
）
感
情

（
４
）
評
価

（
３
）
程
度

（２
）
感
覚

（
１
）
状
態

コ
ト
ガ
ラ

コ

ト

ガ

ラ

（
モ

ノ

コ

ト

ガ

ラ

（
モ

ノ
）

モ

ノ

モ

ノ

主
語

（知
覚
の
対
象
）

○

△

（両
方
有
り
）

× ○ ×

一
人
称
主
語

（
１
）
空
が
青
い
。
　

＊空
が
晴
れ
る
こ
と
は
青
い
。
＊私
は
空
が
青
い
。

（
２
）
手
が
冷
た
い
。
＊雨
が
降
る
こ
と
が
冷
た
い
。　
私
は
手
が
冷
た
い
。

（
３
）
雨

（が
降
る
こ
と
）
が
甚
だ
し
い
。
　
　
　
　
＊
私
は
雨
が
甚
だ
し
い
。

（
４ａ
）
彼

（が
遅
れ
た
の
）
が
悪
い
。　
　
　
　
　
　
＊
私
は
彼
が
悪
い
。

（
４ｂ
）
彼

（が
懸
命
に
努
力
す
る
の
）
が
愛
し
い
。
　

私
は
彼
が
愛
し
い
。

（
５
）
彼
が
来
た
こ
と
が
う
れ
し
い
。

＊彼
が
う
れ
し
い
。
　

私
は

（彼
が
来
た
こ
と
が
）
う
れ
し
い
。

〓
一　
上
代
に
お
け
る
ク
活
用
形
容
詞
の
連
体
修
飾
用
法

一二
・
一　
音
節
数
と
の
関
わ
り

上
代
に
お
け
る
ク
活
用
形
容
詞

（以
下
、
ク
活
）
の
連
体
修
飾
用
法
を
ま

と
め
た
の
が
表
２
で
あ
る
。
数
字
は
用
例
の
延
べ
語
数
で
、
空
欄
は
用
例
が

な
い
こ
と
を
示
す
。
＊
は
複
数
の
意
味
を
持

つ
た
め
表
中
で
も
複
数
箇
所
に

挙
げ
た
も
の
に
付
し
た

（表
３
、
４
も
同
様
）
。
表
２
か
ら
、
語
幹
に
よ
る

連
体
修
飾
用
法
で
は
基
本
的
に
二
音
節
以
内
の
語
幹
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
状
態
性
形
容
詞
の
ク
活
語
幹
で
三
音
節
以
上
の
も
の
は

［接
頭
辞

＋
語
幹
］
蜜
“幹
＋
語
幹
］
［名
詞
＋
ナ
シ
］
な
ど
の
複
合
語
幹
や

［～
力
十

ｉ
↓
～
ケ
］
の
派
生
語
幹
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
連
体
形
に
よ
る
修
飾
用
法

が
中
心
で
あ
る
。

三
音
節
語
幹
で
語
幹
に
よ
る
連
体
修
飾
用
法
が
あ
る
も
の
は
ミ
ジ
カ
シ
、

コ
ト
ナ
シ
で
あ
る
。
ミ
ジ
カ
シ
は
、
語
幹
末
が
力
で
あ
る
こ
と
か
ら
形
容
動

詞
語
幹
相
当
と
考
え
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
形
容
動
詞
語
幹

［～
力
］
は

一則
述
の
よ
う
に
ユ
タ
カ
ー

ユ
タ
ケ
シ
、
サ
ヤ
カ
ー
サ
ヤ
ケ
シ
の
よ
う
に
形
容

詞
化
す
る
も
の
が
あ
る
。
ミ
ジ
カ
に
対
し
て
も
、
や
や
時
代
は
下
る
が
ミ
ジ



※
ａ
＝
万
葉
集

・
古
事
記

。
日
本
書
紀
（仮
名
表
記
例
）

ｂ
＝
祝
詞

・
宣
命
（仮
名
表
記
例
）

ｃ
＝
万
葉
集

・
古
事
記

。
日
本
書
紀
（訓
字
表
記
例
）

ｄ
＝
祝
詞

・
宣
命
（訓
字
表
記
例
）

※
連
体
形
で
活
用
語
尾
の
み
仮
名
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
仮
名
表
記
例
の
中
に
含
め
る

（表
２
～
表
４
ま
で
同
様
）

【
表
２
】

色  彩態状

シ
ゲ

サ

　

（
緯
Ｃ

コ

ト

ナ

キ

ヨ

カ
タ

（固
）

ウ

マ

ア

ラ

ア

サ
ア
カ

（明
）

シ

ロ

ア

フ

ア

カ

（
赤

）

1 5 4 4 7 3 12
語
幹
に
よ
る
修
鮨

1 1 1 17

7 5 3 7

1 1 5 計

シ
ゲ

キ

サ

キ
コ
ト

ナ

キ

コ

コ

ロ
ナ

キ

ケ

ヤ

ス
キ

ケ

ナ
ガ

キ

キ

タ

ナ

キ

キ

ヨ
キ

カ

タ

キ

カ

ソ

ケ

キ

オ
モ

キ

ウ

ス
キ

サ

サ

ケ

キ

ア

ラ

キ

ア

ツ
キ

ア

サ

キ

ア
キ

ラ

ケ

キ

ア

カ

キ

一
グ

ロ
キ

シ

ロ
キ

ク

ロ

キ

ア

ヲ
キ

4 1 2 1 1 2 1 1 1 1 2 1 1 連
体
形
に
よ
る
修
飾

1 2 1 4 1

2 3 2 1 l 1 1 5 l 1 1

5 4 2 l 3

l 2 4 3 9 1 1 3 4 9 1 2 1 7 1 2 †

態1犬

ヨ

一ツ

＊
ヤ
ス

（安
）

ミ
ジ

カ

ホ フ
ル

フ

ト

フ

カ

ヒ

ヤ

ナ

ガ

ト

ホ

卜

（
聡

）

チ

カ

タ

カ

1 2 1 2 6 9
語
幹

に
よ

る
修

飾

2 1 4 9

1 1 3
‐ ０

一

‐ ７

一
1 ２

一

Ｘ

一

7 2 1 1 5 3 2 2 計

ユ
タ

ケ

キ

モ

ロ
キ

ミ

ジ

カ

キ

マ
チ

カ

キ

ホ

ソ
キ

フ
ル
キ

フ

ト

キ

フ
カ

キ

ヒ

ロ

キ

ハ
ヤ
キ キ

ナ

ホ

キ

ナ

キ

ナ
ガ

キ

ト

ホ

ナ

ガ

キ

ト

ホ

キ

イ

ネ
ナ

キ

チ

カ

キ

タ

ヨ

ワ

キ

タ

ヒ

ラ

ケ

キ

タ

ヅ

ガ

ナ

キ

タ

ケ

キ

タ

カ

キ

ス
ベ

ナ
キ

ス

ク

ナ

キ

シ

ョ
メ

キ

1 1 1 5 1 7 1 1 1 2 2 1 2 連

体

形

に
よ

る
修

飾

3 1 2 1 1 2
b

1 1 2 3 1 5 1 4 3 1 2 l

d

2 1 3 3 l 1 l 5 5 l 6 1 3 7 5 2 2 計



感  情 評   価 感  覚

ヤ

ス

（
”
Ｃ

」刀

ラ

ウ イ
タ

ア ワ
カ

4 3 2
語
幹

に
よ

る
修

一

b

3 2 1

2

1 7 2 1
計

拿
ヤ

ス

キ

（
安

）

コ

コ

ロ

グ

キ

ホ
カ

ラ

キ

ウ
キ

イ

プ

セ

キ

ホ
イ

タ

キ

ヨ

キ

ヤ

ス
キ

（
易

）

タ

フ

ト

キ

サ

ト

キ

カ

ヤ

ス

キ

カ
タ
キ

（難
）

カ

シ

ヨ
キ

オ

モ

シ

ロ
キ

ウ

レ
タ

キ

サ

ム

キ

拿
イ

タ

キ

ア

マ
キ

キ

ヤ

ナ

キ

ヮ

カ

キ

l 2 l l l 2 l 5 2 l 3 2 連
体
形
に
よ

9 1 2
b

2 4 9

R d る
修
飾

3 2 2 5 3 l 1 1 2 2 1 1 1 2 3 計

ケ
キ
の
例
が
あ
る
こ
と
が
形
容
動
詞
語
幹
相
当
と
考
え
ら
れ
た
証
左
と
な
る
。

形
容
動
詞
語
幹
に
は
連
体
修
飾
用
法
が
あ
る
の
で
、
そ
の
類
推
に
よ

っ
て
ミ

ジ
カ
シ
も
語
幹
の
連
体
修
飾
用
法
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
６
）
ほ
と
と
ぎ
す
来
鳴
く
五
月
の
短
夜
も

〈短
夜
毛
〉
ひ
と
り
し
寝
れ
ば

明
か
し
か
ね

つ
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（万
葉
集

一
〇

・
一
九
八

一
）

（
７
）
庫
喬
ミ
シ
ケ
キ
ヤ
　
　
　

（観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
　
法
下

一
〇

一
）

一
方

コ
ト
ナ
シ
の
語
幹
に
よ
る
連
体
修
飾
用
法
の
例
は
コ
ト
ナ
グ
シ
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
前
述
の

［
［名
詞
＋
語
幹
］
十
名
詞
］
の
構
造
で
、
他
の
語

幹
の
用
法
と
は
性
格
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

（８
）
須
々
許
理
が
醸
み
し
御
酒
に
我
酔
ひ
に
け
り
事
無
酒

〈許
登
那
具
志
〉

笑
酒
に
我
酔
ひ
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（古
事
記
歌
謡
四
九
）

こ
の
よ
う
に
連
体
修
飾
用
法
と
な
る
語
幹
は
基
本
的
に
二
音
節
以
内

で

あ

っ
た
が
、
語
幹
が
修
飾
す
る
名
詞
に
は
長
音
節
の
も
の
や
複
合
語
も
見
ら

れ
る
。
例
え
ば
、

フ
ル
コ
ロ
モ

〈古
衣
〉
（万
葉
集
六

・
一
〇

一
九
）
、
シ
ロ

タ
ダ
ム
キ

〈斯
漏
多
陀
牟
岐
〉
（古
事
記
歌
謡
六

一
）
、
タ
カ
ミ
ク
ラ

〈多
可

美
久
良
〉
（万
葉
集

一
八

・
四
〇
九
八
）
、

フ
ト
ノ
リ
ト
ゴ
ト

〈敷
刀
能
里
等

其
等
〉
（万
葉
集

一
七

・
四
〇
三

一
）
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
上
代
の

［語
幹
＋
名
詞
］
と
い
う
複
合
語

構
成
に
お
い
て
、
被
修
飾
語
で
あ
る
名
詞
を
語
構
成
の
基
本
に
お
き
、
修
飾

部
が
長
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
語
幹
は
基
本
的
に
二
音
節
以

下
の
も
の
が
用
い
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
。

〓
丁

一
一　
語
幹
の
意
味
と
の
関
わ
り

一二
二

一
。
一　

状
態
性
語
幹

表
２
を
見
る
と
、
語
幹
に
よ
る
連
体
修
飾
用
法
は
状
態
性
語
幹
の
場
合
に

多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
中
で
も
色
を
表
す
語
幹
の
例
が
突

出
し
て
多
い
。
モ
ノ
は
ほ
と
ん
ど
の
も
の
が
色
を
持

つ
た
め
、
色
名
は
様
々



な
モ
ノ
と
結
び
つ
く
可
能
性
を
持
ち
、
そ
れ
だ
け
造
語
力
も
あ
る
と
言
え
る
。

次
に
、
ク
活
で
語
幹
に
よ
る
連
体
修
飾
用
法
の
例
が
あ
る
も
の
を
ま
と
め

た
の
が
表
３
で
、
用
例
が
多
く
見
ら
れ
る
も
の

（
こ
こ
で
は

一
〇
例
以
上
）

に
網
掛
け
を
付
し
た
。
こ
れ
を
見
る
と
、
状
態
性
ク
活
で
は
語
幹
に
よ
る
連

体
修
飾
用
法
が
多
く
用
い
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
連
体
形
に
よ

る
連
体
修
飾
が
多
く
用
い
ら
れ
る
ア
カ
シ

（明
）
。
キ
ヨ
シ
・
シ
ゲ
シ
・
ト

ホ
シ
・
ナ
ガ
シ
・
サ
ム
シ
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

ア
カ
シ
は
、
上
代
で
は

「赤
」
「
明
」
の
二
つ
の
意
味
が
未
分
化
で
あ
る
。

語
幹
の
連
体
修
飾
用
法
で
は

「赤
」
の
意
の
例
が
多
い
が
、
「
明
」
の
意
の

例
で
は
ア
カ
ホ
シ

〈明
星
〉
（万
葉
集
五

・
九
〇
四
）
と
ア
カ
ト
キ

〈阿
加

等
伎
〉
（万
葉
集
二
〇

・
四
三
八
四
）
の
二
つ
の
複
合
語
の
例
が
あ
る
。　
一

方
、
連
体
形
に
よ
る
連
体
修
飾
用
法
で
は
全
て

「明
」
、
そ
れ
も

「澄
み

切

っ
て
汚
れ
が
な
い
」
意
と
な
る
。
「明
」
は
状
態
で
あ
る
が
、
「澄
み
切

っ

て
汚
れ
が
な
い
」
で
は
価
値
判
断
が
付
随
す
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。

（９
）
…
天
皇
の
天
の
日
継
と
継
ぎ
て
来
る
君
の
御
代
御
代
隠
さ
は
ぬ
明
き

心
を

〈安
加
吉
許
己
呂
乎
〉
皇
辺
に
極
め
尽
く
し
て
…

（万
葉
集
二
〇

・
四
四
六
五
）

キ
ヨ
シ
は

「清
ら
か
だ
」
の
意
で
、
多
く
自
然
の
美
し
さ
に
対
し
て
用
い

ら
れ
る
。

（１０
）
秋
風
の
吹
き
扱
き
敷
け
る
花
の
庭
清
き
月
夜
に

〈伎
欲
伎
都
久
欲
仁
〉

見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（万
葉
集
二
〇

・
四
四
五
三
）

ア
カ
シ
。
キ
ョ
シ
は
知
覚
の
対
象
が
モ
ノ
で
あ
る
た
め
状
態
に
分
類
し
て
い

る
。
し
か
し
、
ア
カ
キ
と
同
様
に
キ
ヨ
シ
も
意
味
に
価
値
判
断
が
付
随
し
て

【表
３
】

色 彩態状

ワ

カ

ヨ

ワ

．
ヤ
ス

（安
）

ミ

ジ

カ

ホ
ソ

フ

ル

フ
ト

フ
カ

ヒ

ヤ

ナ
ガ

ト

ホ
卜

（聡
）

チ

カ
タ
カ ゲ

サ

（狭
）

コ
ト

ナ

キ

ョ

カ
タ

（
固

）

ウ ア ア

サ

ア
カ

（
明

）

シ ク ア

ヲ
ア
カ

（赤
）

1 2 1 2 6 1 1 9 1 5 4 7 3 1
語

幹

に
よ

る
修

飾

b

1 1 8 4 9 11 1 1 1

2 7 3 7 2 7 5 7 d

ワ
カ

キ

ミ

ジ

カ

キ

ホ

ソ

キ

フ

ル

キ

フ

ト

キ

フ
カ

キ

ヒ

ロ
キ

ハ
ヤ

キ

ニ

コ
キ

ナ
ガ

キ

ト

ホ

キ

チ

カ

キ

タ

カ

キ

シ
ゲ

キ

サ

キ
コ
ト

ナ

キ

千

ョ

キ

カ

タ

キ

ア

ラ
キ

ア

サ

キ

ア

カ

キ

シ

ロ
キ

ク

ロ
キ

ア

ヲ
キ

2 1 5 7 2 4 1 1 l 2 1 1 連

体

形

に
よ

る
修

飾

1 2 1 1 1 4 1
b

2 5 1 4 1 3 1 2 1 1 1 1

1 l 3 d

3 1 6 1 1 5 1 7 5 1 1 1 7 1
計



感情 評 価 感 覚

＊
ヤ

ス

（
害
ｃ

サ
ム

拿

カ

ラ

ウ
′
マ

イ

タ

ア

1 4 3 2
〓
嘔
め

，b

3 1
よ

る

修

飾
d

1 7 1 2 討

．
ヤ

ス
キ

カ

ラ

キ

イ

タ
キ

ヨ

キ

サ

ム
キ

．
イ

タ

キ

ア

マ
キ

2 1 3 1 連

体

形

に
よ

る
修

飾

1 1 5 6

5

1 3 5 1 1
計

お
り
、
そ
の
点
に
お
い
て
は
情
意
性
形
容
詞
に
連
続
す
る
こ
と
が
留
意
さ
れ

る
。
キ
ヨ
キ
も
、
次
の
よ
う
な
例
で
は
ア
カ
キ
と
同
様
に

「汚
れ
が
な
く
潔

自
で
あ
る
」
意
と
な
る
。

（ｎ
）
…
継
ぎ
て
来
る
君
の
御
代
御
代
隠
さ
は
ぬ
明
き
心
を
皇
辺
に
極
め
尽

く
し
て

（略
）
見
る
人
の
語
り
次
て
て
聞
く
人
の
鑑
に
せ
む
を
あ
た
ら
し

き
清
き
そ
の
名
そ

〈吉
用
伎
曾
乃
名
曾
〉
お
ぼ
ろ
か
に
心
思
ひ
て
空
言
も

祖
の
名
絶

つ
な
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（万
葉
集
二
〇

・
四
四
六
五
）

ト
ホ
シ
・
ナ
ガ
シ
は
、
空
間
的
な
距
離
や
長
さ
を
い
う
場
合
と
時
間
的
な

距
離
や
長
さ
を
い
う
場
合
と
が
あ
る
。
時
間
的
な
距
離
や
長
さ
に
お
い
て
は

言
う
ま
で
も
な
く
、
空
間
的
な
距
離
や
長
さ
に
お
い
て
も
、
印
象
と
し
て
の

距
離
や
長
さ
と
必
ず
し
も

一
致
し
な
い
こ
と
は
多
い
。　
一
日
が
千
年
に
も
思

わ
れ
た
り
、
恋
し
く
て
も
会
え
な
い
相
手
の
こ
と
が
実
際
の
距
離
以
上
に
遠

く
離
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
人
に
よ

っ
て
距
離
や
長
さ
の
感
じ
方
が
異
な
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
ト
ホ
シ

・
ナ
ガ
シ
は
主
観
的
判
断
が
加
わ
り
や
す
い
。
こ
の

主
観
的
判
断
は
情
意
性
形
容
詞
の
特
徴
で
も
あ

っ
て
、
ト
ホ
シ

・
ナ
ガ
シ
は

情
意
性
形
容
詞
に
連
続
す
る
面
が
あ
る
。
こ
の
点
、
先
に
示
し
た
ア
カ
キ

・

キ
ヨ
シ
と
同
様
で
あ
る
。
従

っ
て
、
状
態
性
形
容
詞
は
語
幹
に
よ
る
連
体
修

飾
が
中
心
で
あ
る
が
、
情
意
性
形
容
詞
に
連
続
す
る
面
が
あ
る
場
合
は
連
体

形
に
よ
る
修
飾
も
多
く
見
ら
れ
る
と
い
え
る
。

シ
ゲ
シ
は
知
覚
の
対
象

（主
語
）
に
あ
た
る
名
詞
を
示
し
て

［
［名
詞
十

（助
詞
／
助
動
詞

＋
）
連
体
形
］
＋
名
詞
］
の
形
態
を
と
る
こ
と
が
多

い

（
二
〇
例
中

一
七
例
）
。
シ
ゲ
シ
が

「頻
繁
で
あ
る
」
意
で
用
い
ら
れ
る
場
合

に
、
何
が
頻
繁
で
あ
る
の
か
を
示
す
必
要
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で

シ
ゲ
キ
の
知
覚
の
対
象
に
注
目
す
る
と
、
例
１３

「人
言
」
の
ほ
か

「草
根
」

「小
筑
波
」
な
ど
複
合
語
で
あ
る
も
の
が
多
く
、
複
合
語
で
は
な
い
も
の
は

例
１２
の
他

一
例
し
か
な
い
。
ま
た
例
１３
、

‐４
の
よ
う
に
、
知
覚
の
対
象
に
は
、

主
格
の
格
助
詞
が
接
し
て
い
る
も
の
や
名
詞
句
と
な
る
も
の
も
あ
る
こ
と
が

注
目
さ
れ
る
。

（
‐２
）
言
繁
き

〈事
繁
〉
里
に
住
ま
ず
は
今
朝
鳴
き
じ
雁
に
た
ぐ
ひ
て
行
か

ま
し
も
の
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（万
葉
集
八

。
一
五

一
五
）

（
‐３
）
人
言
の
繁
き
間
守
り
て

〈繁
間
守
而
〉
逢
ふ
と
も
や
な
ほ
我
が
上

に

言
の
繁
け
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（万
葉
集

一
一
。
二
五
六

一
）

（
‐４
）
君
に
よ
り
我
が
名
は
す
で
に
竜
田
山
絶
え
た
る
恋
の
繁
き
こ
ろ
か
も

〈之
気
吉
許
呂
可
母
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
（万
葉
集

一
七

・
三
九
二

一
）

と
こ
ろ
で
、
寓
名
詞
十
連
体
形
］
＋
名
詞
］
と
同
様
の
意
味
を
表
す
形
態



と
し
て
、
今
回
調
査
対
象
か
ら
は
ず
し
た

［
［名
詞
十
語
幹
］
十
名
詞
］
が

あ
る
。
ネ
ジ

ロ
タ
カ
ガ
ヤ

〈祢
自
路
多
可
我
夜
〉
（万
葉
集

一
四

。
三
四
九

七
）
、
ク
サ
ブ
カ

ユ
リ

〈草
深
由
利
〉
（万
葉
集
七

・
一
二
五
七
）
、

ハ
ビ

ロ

ユ
ツ
マ
ツ
バ
キ

〈波
毘
呂
由
都
麻
都
婆
岐
〉
（古
事
記
歌
謡
五
七
）
な
ど
の

他
、

コ
ト
ナ
グ
シ

（前
掲
）
‥
ヽヽ
ナ
セ
ガ

ハ

〈水
無
瀬
川
〉
（万
葉
集

一
一
。

二
八

一
七
）
の
よ
う
な

［
［名
詞
＋
ナ

（無
】

十
名
詞
］
の
例
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
例
で
知
覚
の
対
象
と
な
る
名
詞
は
、
傍
線
で
示
し
た
よ
う
に
い
ず
れ

も
複
合
語
で
は
な
く
助
詞
や
助
動
詞
を
伴
う
例
も
な
い
。
寓
名
詞
＋
語
幹
］

十
名
詞
］
と
い
う
複
合
名
詞
で
は
、
知
覚
の
対
象
が
複
合
語
や
名
詞
句
で
あ

る
こ
と
は
避
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
二

・
一
で
述
べ
た
、
修
飾
部

が
長
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
傾
向
と
同
様
の
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
修

飾
部
に
は
句
は
用
い
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。
こ
の
た
め
シ
ゲ

キ
は
連
体
形
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

サ
ム
シ
は
、
連
体
修
飾
用
法
と
な
る
場
合

［寒
さ
の
原
因
＋
サ
ム
キ
十
場

所

。
時
間
］
と
い
う
形
に
な
る
こ
と
が
多
い

（
一
八
例
中

一
七
例
）
。

（‐５
）
秋
風
の
寒
き
朝
明
を

〈寒
朝
開
乎
〉
佐
農
の
岡
越
ゆ
ら
む
君
に
衣
貸

さ
ま
し
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（万
葉
集
三

・
三
六

一
）

（
‐６
）
衣
手
に
山
お
ろ
し
吹
き
て
寒
き
夜
を

〈寒
夜
乎
〉
君
来
ま
さ
ず
は
ひ

と
り
か
も
寝
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（万
葉
集

一
三

・
三
二
八
二
）

（
・７
）
琴
酒
を
押
垂
小
野
ゆ
出
づ
る
水
ぬ
る
く
は
出
で
ず
寒
水
の

〈寒
水
之
〉

心
も
け
や
に
思
ほ
ゆ
る
…
　
　
　
　
　
　
　
（万
葉
集

一
六

。
三
八
七
五
）

「
寒
さ
の
原
因
」
は
、
例
１５
は

「
秋
風
」
、
例
１６
で
は

「山
お
ろ
し
吹
き

て
」
が
相
当
す
る
。
こ
の

「
寒
さ
の
原
因
」
は
例
１５
で

「
秋
風
が
寒
い
」
と

言
え
る
よ
う
に
知
覚
の
対
象
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
サ
ム
シ
で
は

「
場
所

・
時

間
」
も
知
覚
の
対
象
で
あ
る
。
例
１５
は

「朝
明
」
が

「
時
間
」
で
あ
る
が
、

「夜
明
け
が
寒
い
」
と
も
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
サ
ム
シ
は

「
［原
因
］
が
寒

い
」
「寒
い

［場
所

・
時
間
ご

と
い
う
よ
う
に
、
二

つ
の
知
覚
の
対
象
を
持

ち
、
二
重
の
意
味
の
ま
と
ま
り
を
構
成
し
て
い
る
。
こ
れ
は
サ
ム
シ
が
感
覚

形
容
詞
で
あ
る
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、

一
方
の
知
覚
の
対
象
の
み
と
結
び

つ
く
、
す
な
わ
ち

［寒
さ
の
原
因
＋

［サ

ム
十
場
所

。
時
間
〓

の
よ
う
な
形
態
は
避
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

語
幹

に
よ
る
連
体
修
飾
は
例
１７
の
み
で
あ
る
。
「水
」
を
修
飾
し
て
お
り
、

「寒
い
」
意
で
は
な
く

「冷
た
い
」
意

で
あ

っ
て
、
知
覚
の
対
象
も

一
つ
で

あ
る
。

〓
Ｔ

一
Ｔ

一
一　
情
意
性
語
幹

情
意
性
の
ク
活
は
連
体
形
に
よ
る
修
飾
が
中
心
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

前
節
で
見
た
傾
向
、
す
な
わ
ち
状
態
性
形
容
詞
は
語
幹
の
連
体
修
飾
用
法
を

と
る
が
、
情
意
性
形
容
詞
に
連
続
す
る
面
が
あ
る
場
合
は
連
体
形
に
よ
る
連

体
修
飾
用
法
を
用
い
る
と
い
う
傾
向
に
沿
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
傾
向
に
反
す
る
も
の
は
ヨ
シ
で
、
情
意
性
形
容
詞
で
あ
り
な
が
ら
語

幹
に
よ
る
連
体
修
飾
用
法
の
例
が
あ
る
。

（‐８
）
新
た
し
き
年
の
初
め
の
初
春
の
今
日
降
る
雪
の
い
や
し
け
吉
事

〈伊

夜
之
家
余
其
騰
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（万
葉
集
二
〇

・
四
五

一
六
）

ヨ
ゴ
ト
は
、
特
定
の
事
柄
に
対
し
て
作
者
が
評
価
す
る
と
い
う
も
の
で
は

な
い
。
「新
年
の
大
雪
は
豊
年
の
瑞
兆
」
（新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
頭
注
）



で
あ

っ
て
、
豊
作
は
人
々
が

一
般
的
に
望
む
こ
と
で
あ
る
。

ヨ
シ
は
評
価
形

容
詞
に
分
類
し
て
い
る
が
、

ヨ
ゴ
ト
が
個
人
に
と
ど
ま
ら
ず
人
々
に
共
通
す

る
評
価
と
な
る
、

つ
ま
り
な
に
が
し
か
の
客
観
性
を
持

つ
点
で
は
、
状
態
性

形
容
詞
と
連
続
す
る
面
が
あ
る
。
そ
の
た
め
語
幹
に
よ
る
修
飾
の
例
と
な
り

得
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
意
味
の
上
で
情
意
性
形
容
詞
に
連
続
す
る
ク

活
は
連
体
形
に
よ
る
修
飾
用
法
が
多
い
こ
と
の
裏
返
し
の
現
象
で
あ
る
。

〓
Ｔ

〓
一　
ク
活
語
幹
に
よ
る
修
飾
と
ク
活
連
体
形
に
よ
る
修
飾

ク
活
の
連
体
修
飾
用
法
の
あ
り
方
を
整
理
す
る
と
、
状
態
性
形
容
詞
で
は

語
幹
に
よ
る
修
飾
用
法
が
、
情
意
性
形
容
詞
で
は
連
体
形
に
よ
る
修
飾
用
法

が
中
心
で
あ
る
。
カ
ラ
シ

・
イ
タ
シ
は
同

一
語
の
中
で
そ
の
傾
向
が
端
的
に

表
れ
る
。
こ
れ
ら
は
語
幹
の
連
体
修
飾
用
法
に
お
い
て
は
感
覚
を
表
す
が
、

連
体
形
の
連
体
修
飾
用
法
に
お
い
て
は
感
情
を
表
す
。
カ
ラ
キ
が
修
飾
す
る

の
は
、
上
代
で
は
す
べ
て

「恋
」
で
あ
り
、
イ
タ
キ
は
六
例
中
五
例
が
心
情

に
つ
い
て
言
う
例
と
な

っ
て
い
る
。

（
‐９
）
…
事
も
な
く
喪
な
く
あ
ら
む
を
世
の
中
の
憂
け
く
辛
け
く
い
と
の
き

て
痛
き
傷
に
は
辛
塩
を

〈鍼
塩
遠
〉
注
く
ち
ふ
が
ご
と
く
ま
す
ま
す
も
重

き
馬
荷
に
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（万
葉
集
五

・
八
九
七
）

（
２０
）
ぃ
ざ
吾
君
振
熊
が
痛
手
負
は
ず
は

〈伊
多
三
沢
波
受
波
〉
鳩
鳥
の
淡

海
の
海
に
潜
き
せ
な
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（古
事
記
歌
謡
三
八
）

（２‐
）
志
賀
の
海
人
の

一
日
も
落
ち
ず
焼
く
塩
の
辛
き
恋
を
も

〈可
良
伎
孤

悲
乎
母
〉
我
は
す
る
か
も
　
　
　
　
　
　
　
（万
葉
集

一
五

。
三
六
五
二
）

（
２２
）
世
の
中
し
常
か
く
の
み
と
か

つ
知
れ
ど
痛
き
心
は

〈痛
情
者
〉
忍
び

か
ね

つ
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（万
葉
集
三

・
四
七
二
）

そ
れ
で
は
、
連
体
修
飾
用
法
に
お
け
る
意
味
と
形
態
と
の
対
応
、
す
な
わ

ち
状
態
性
―
語
幹
、
情
意
性
―
連
体
形
と
い
う
対
応
は
な
ぜ
存
在
す
る
の
だ

ろ
う
か
。
そ
の
理
由
に
は
共
通
概
念
化
の
可
否
が
関
わ

っ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
次
の
例
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（２３
）
彼
の

［黒
髪
／
白
髪
／
茶
髪
／
＊
土目
髪
］
が
帽
子
の
下
か
ら
見
え
た
。

（２４
）
彼
の

［黒
い
髪
／
白
い
髪
／
茶
色
い
髪
／
青
い
髪
］
が
帽
子
の
下
か

ら
見
え
た
。

一
般
に
人
間
に
青
い
髪
は
存
在
し
な
い
の
で
、
「髪
」
に
対
し
て

「青
」

と
い
う
属
性
は
結
び

つ
か
ず
、
型
目
い
髪
」
と
い
う
概
念
は
な
い
。
ま
た

「青
髪
」
と
い
う
表
現
も
な
い
。
も
し
髪
を
青
く
染
め
た
人
間
が
い
た
と
し

て
も
、
「青
い
髪
」
と
い
う
概
念
が
人
々
に
定
着
し
な
い
間
は

「青
髪
」
と

は
言
わ
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
仮
に
人
々
の
間
に
髪
を
青
く
染
め
る
こ
と

が
流
行
し
、
誰
も
が
青
い
髪
を
見
る
と
い
う
よ
う
な
状
況
に
な

っ
た
な
ら
ば
、

「
青
い
髪
」
と
い
う
概
念
が
定
着
し

「青
髪
」
と
い
う
語
も
誕
生
す
る
か
も

し
れ
な
い
。
現
在
日
語
で
用
い
ら
れ
る

「
茶
髪
」
も
、
茶
色
い
髪
の
人
を
よ

く
目
に
す
る
よ
う
に
な

っ
た
時
点
で
生
ま
れ
た
語
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て

「彼
の
青
い
髪
が
帽
子
の
下
か
ら
見
え
た
」
と
い
う
表
現

は
、
そ
の
人
間
の
髪
の
色
を
あ
り
の
ま
ま
に
叙
述
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
と

え

「青
い
髪
」
が
人
々
の
共
通
概
念
で
は
な
く
て
も
、
そ
の
人
物
の
描
写
と

し
て
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
は

「青
い
」
と

「髪
」
と
の
結
び

つ
き
が

一
回
性

の
も
の
で
あ
り
、
型
目
い
髪
」
と
い
う
普
遍
的
な
概
念
を
示
す
わ
け
で
は
な

い
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
語
は
そ
の
概
念
が
人
々
の
間
に
共
有
さ
れ
る
も



の
で
あ
る
が
、
句
は
そ
れ
が
人
々
に
共
有
さ
れ
る
必
要
は
な
く
、
言
語
使
用

者
独
自
の
表
現
で
も
よ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
形
容
詞
の
意
味
に
目
を
向
け
る
と
、
状
態
性
形
容
詞
で
は
知
覚
の

対
象
は
モ
ノ
で
あ
り
、
〓
ｍ幹
＋
名
詞
］
は
具
体
的
な
モ
ノ
と
そ
の
属
性
を

表
す
。
知
覚
の
対
象
も
そ
の
属
性
も
誰
も
が
共
有
で
き
る
の
で
、
モ
ノ
と
属

性
と
の
結
び

つ
き
は
客
観
的
で
、
誰
も
が
共
通
概
念
と
し
て
持

つ
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。　
一
方
、
情
意
性
形
容
詞
で
は
知
覚
の
対
象
は
コ
ト
ガ
ラ
で
あ
り
、

コ
ト
ガ
ラ
に
対
す
る
評
価
や
感
情
と
い
っ
た
知
覚
は
話
者
の
主
観
に
基
づ
く

も
の
で
あ
る
か
ら
、

コ
ト
ガ
ラ
と
知
覚
の
結
び

つ
き
を
誰
も
が
共
通
概
念
と

し
て
持

つ
こ
と
は
難
し
い
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
連
体
修
飾
用
法
に
お
い
て
語
幹
が
用
い
ら
れ

複
合
語
と
な
る
か
、
連
体
形
が
用
い
ら
れ
名
詞
句
と
な
る
か
は
、
共
通
概
念

化
が
可
能
で
あ
る
か
否
か
に
よ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
状
態
性
形
容
詞
は
意

味
が
客
観
的
で
共
通
概
念
化
さ
れ
や
す
い
の
で
、
語
幹
に
よ
る
連
体
修
飾
用

法
が
多
く
用
い
ら
れ
る
傾
向
が
あ

っ
た
が
、
情
意
性
形
容
詞
は
意
味
が
主
観

的
で
あ
る
た
め
共
通
概
念
化
が
難
し
く
、
共
通
概
念
と
は
関
係
な
く
使
え
る

連
体
形
に
よ
る
修
飾
を
選
択
す
る
傾
向
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
二

。
一
で
挙
げ
た
音
節
数
と
い
う
基
準
と
こ
の
共
通
概
念
化

の
可
否
と
い
う
基
準
と
の
優
先
順
位
で
あ
る
が
、
情
意
性
ク
活
は
二
音
節
語

幹
で
も
連
体
形
に
よ
る
連
体
修
飾
用
法
の
例
が
中
心
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
共
通
概
念
化
の
可
否
の
方
が
優
先
順
位
と
し
て
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。

四
　
上
代
に
お
け
る
シ
ク
活
用
形
容
詞
の
連
体
修
飾
用
法

四

。
一　

土日
節
数
と
の
関
わ
リ

上
代
に
お
け
る
シ
ク
活
用
形
容
詞

（以
下
、
シ
ク
活
）
の
連
体
修
飾
用
法

を
表
４
に
示
す
。
ク
活
で
は
語
幹
に
よ
る
連
体
修
飾
用
法
に
お
い
て
基
本
的

に
二
音
節
以
内
の
語
幹
が
用
い
ら
れ
た
が
、
シ
ク
活
で
は
そ
の
よ
う
な
制
限

は
見
ら
れ
ず
、
複
合
語
幹
に
よ
る
連
体
修
飾
用
法
も
見
ら
れ
る
。

シ
ク
活
は
語
幹
に
シ
を
含
み
二
音
節
語
幹
の
シ
ク
活
自
体
が
少
な
い
こ
と

も
あ
り
、
二
音
節
以
内
と
い
う
制
限
が
な
い
の
は
当
然
と
言
え
る
。
ま
た
、

複
合
語
幹
や
三
音
節
以
上
の
語
幹
に
よ
る
修
飾
が
可
能
で
あ
る
こ
と
に
は
、

語
幹
末
の
シ
の
存
在
が
関
わ

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
塞
呻幹
十
名
詞
］
と

い
う
複
合
語
に
お
け
る
ク
活
と
シ
ク
活
と
の
最
も
端
的
な
相
違
は
、
シ
の
有

無
で
あ
る
。
形
容
詞
は

［～
シ
］
が
言
い
切
り
の
形
態
で
あ
る
か
ら
、
語
尾

が
続
か
な
い
限
り
形
容
詞
は
シ
で

一
旦
切
れ
る
と
い
う
意
識
が
言
語
使
用
者

に
は
常
に
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
従

っ
て
、
こ
の
シ
の
存
在
に
よ
リ
シ
ク
活
の

（
７
）

［語
幹
十
名
詞
］
は
常
に
分
節
の
可
能
性
を
内
包
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の

た
め
語
幹
と
名
詞
と
の
結
び

つ
き
は
ク
活
ほ
ど
緊
密
で
は
な
く
、
語
幹
が
修

飾
部
で
あ
る
の
か
そ
れ
と
も
独
立
し
た
語
で
あ
る
の
か
、
曖
味
さ
を
黎
む
。

つ
ま
り
、
［ク
活
語
幹
十
名
詞
］
が
緊
密
に
結
び

つ
い
た
複
合
語
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
［
シ
ク
活
語
幹
十
名
詞
］
は
結
び

つ
き
が
弱
く
、
結
果
と
し
て

複
合
語
で
あ
り
な
が
ら
も
名
詞
句
的
性
格
を
も
併
せ
持

っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
と
す
れ
ば
、
［
シ
ク
活
語
幹
十
名
詞
］
に
お
い
て
語
幹
の
音
節
数
に

制
限
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。



【表
４
】

価評
感
覚 態状

ク

シ

カ
ナ

シ

（愛

）

ヵ

が
ノ

ハ

シ

ウ

ル

ハ

シ

ウ

ラ
グ

ハ
シ

ウ

ツ

ク

シ

イ

ロ
グ
六

シ

ト

モ

シ

オ

ヤ

ジ

オ

ナ

ジ

ウ

ツ

シ

ア

タ

シ

3 4 1 2 2 2 5
語

幹b

2 1 4 3 1
よ

る
修

脇
7 l l

4 3 3 1 9 7 9 1
計

カ

ナ

シ
キ

（
愛

）

カ

ダ

マ
シ

キ

カ

グ

ハ
シ

キ

ウ

ル

ハ
シ
キ

ウ

ラ

メ

シ

キ

ウ

ツ
ク

シ
キ

イ

ヤ

シ
キ

ア

ヤ

シ
キ

ア

タ

ラ

ン

キ

ア

シ

キ

ス
ズ

シ
キ

＊
メ
ヅ

ラ

シ
キ

＊
ム

ナ

シ

キ

マ
ヅ

シ
キ

ヒ

サ

シ

キ

＊
ト

モ

シ

キ

シ

ケ

シ
キ

サ
ガ

シ
キ

コ
ゴ

シ
キ

オ

ナ

ジ

キ

ウ

ツ

シ

キ

イ

ツ
ク

シ

キ

イ

ツ

シ

キ

ア

ラ

タ

シ

キ

4 3 1 2 2 3 1 2 l 1 5 1 連
体
形
に
よ

1 l 2 1
b

1 2 2 1 2 1 2 4

2 , , d
る
修
飾

5 1 3 5 2 4 d 1 1 6 1 1 5 5 3 2 L 1 5 計

情感 価評

ア
リ
ガ

ホ

シ

シ

マ
グ

ハ
シ

ハ
ナ

グ

ハ
シ

シ

ナ
ガ

ナ
ガ

シ

ト

ホ

ト

ホ

シ

サ

カ

シ

ク

シ

1 1 1 1 1 l 1

語
幹
に
よ
る
修
幹

b

1 1 2

d

1 1 1 2 l 1 l l

カ
ナ
シ
キ

（悲
）

オ

モ

ホ

シ
キ

オ

ホ

ホ

シ
キ

ウ

レ

シ

キ

ウ

ム
ガ

シ
キ

イ

タ

ハ
シ

キ

ヲ

シ

キ

ヨ

ロ

シ

キ

ユ

ユ

シ

キ

＊
メ

ヅ

ラ

シ

キ

事
ム

ナ

シ

キ

マ
カ
ナ

シ
キ

Ｑ
変

ハ
シ

キ

ナ

ツ
カ

シ

キ

ナ

グ

ハ
シ

キ

年
ト

モ

シ

キ

サ

カ

シ
キ

コ
ホ

シ
キ

コ
ヒ

シ
キ

コ
キ

ダ

シ

キ

ケ

シ
キ

ク

シ
キ

ク

ス
バ

シ
キ

ク

ス

シ

キ

3 3 3 1 3 1 1 5 4 1 2 1 5 2 1 1 連

体

形

に
よ

る
修

飾

1 1 2 b

2 9 5 1 1 1 1 3 2 1 1 1

d

3 3 l 1 1 2 12 8 1 4 1 6 4 2 5 1 7 1 3 1 1 2 ll



感   情

ミ
ガ
ホ
シ

6 語

幹b

1
よ

る
修

餞

7 計

ホ

シ

キ

タ

ノ

シ

キ

ク

ル

シ
キ

サ
プ

シ
キ

ク

ヤ

シ
キ

キ

ホ

シ

キ

2 2 連
体
形
に
よ
る
修
飾

1

4 3 1

2 6 3 1
計

次
の
例
は
、
こ
の
名
詞
句
的
性
格
が
現
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（２５
）
…
沖

つ
波
寄
せ
来
る
玉
藻
片
縫
り
に
綬
に
作
り
妹
が
た
め
手
に
巻
き

持
ち
て
う
ら
ぐ
は
じ
布
勢

の
水
海
に

〈宇
良
具
波
之
布
勢
能
美
豆
宇
弥

外
〉
海
人
舟
に
ま
梶
櫂
貫
き
白
た
へ
の
袖
振
り
返
し
率
ひ
て
我
が
漕
ぎ
行

け
ば
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（万
葉
集

一
七

・
二
九
九
二
）

（２６
）
八
千
矛
の
神

の
命
は
八
島
国
妻
嬰
き
か
ね
て
遠
々
し
高
志

の
国

に

〈登
々
富
々
斯
故
志
能
久
迩
々
〉
賢
し
女
を
有
り
と
聞
か
し
て
麗
し
女
を

有
り
と
聞
こ
し
て
さ
呼
ば
ひ
に
有
り
立
た
し
…
　
　
　
（古
事
記
歌
謡
二
）

ウ
ラ
グ

ハ
シ
フ
セ
ノ
ミ
ズ
ゥ
ミ
ゃ
ト
ホ
ト
ホ
シ
コ
シ
ノ
ク
ニ
は
被
修
飾
部

に
助
詞
ノ
が
入
る
こ
と
か
ら
、　
一
語
と
見
る
か
は
議
論
も
あ
ろ
う
。
し
か
し

例
２５
は

「
玉
藻
を
綬
に
し
手
に
持

っ
て

［
ウ
ラ
グ

ハ
シ
＝
美
し
い
］
布
勢
の

水
海
で
梶
を
取
り
付
け
漕
い
で
行
く
と
…
」
と
い
う
文
脈
で
、
ウ
ラ
グ

ハ
シ

は

「布
勢
」
で
は
な
く

「布
勢
の
水
海
」
を
修
飾
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

例
２６
は

「
八
千
矛
神
の
命
は
八
島
国
の
う
ち
で
は
妻
を
求
め
か
ね
て
い
た
が
、

［ト
ホ
ト
ホ
シ
＝
遠
い
遠
い
］
越
の
国
に
賢
い
女
が
い
る
と
お
聞
き
に
な

っ

て
、
（略
）
求
婚
に
お
出
か
け
に
な
り
…
」
と
い
う
文
脈
で
あ
る
。
ト
ホ
ト

ホ
シ
も

「
高
志
」
で
は
な
く

「高
志
の
国
」
を
修
飾
し
て
い
る
と
見
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。
名
詞
句
で
あ
れ
ば
こ
の
よ
う
な
形
態
は
問
題
が
な
い
の
で
あ

っ

て
、
こ
れ
ら
の
例
は
複
合
語
で
あ
る

［
シ
ク
活
語
幹
＋
名
詞
］
の
名
詞
句
的

性
格
に
よ

っ
て
可
能
と
な

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の

一
方
で
、
例
２５
～
２８
の
よ
う
な
五
音
節
語
幹
の
シ
ク
活
は
連
体
形
に

よ
る
修
飾
の
例
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
調
査
対
象
に
お
い
て
韻
文
の
占
め

る
割
合
が
高
い
こ
と
と
関
係
す
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
五
音
節
語
幹
形
容

詞
の
連
体
形
は
六
音
節
と
な
り
、
音
数
律
と
の
関
わ
り
か
ら
用
い
ら
れ
に
く

か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（２７
）
あ
し
ひ
き
の
山
鳥
の
尾
の
し
だ
り
尾
の
長
々
し
夜
を

〈長
永
夜
乎
〉

一
人
か
も
寝
む
　
　
　
　
　
　
　
　
（万
葉
集

一
一
。
二
八
〇
二
或
本
歌
）

〈
８
）

（２８
）
利
劇
‐まｌ
ｕ

〈波
那
具
波
辞
〉
桜
の
愛
で
こ
と
愛
で
ば
早
く
は
愛
で
ず

我
が
愛
づ
る
子
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（日
本
書
紀
歌
謡
六
七
）

四

。
二
　
語
幹
の
意
味
と
の
関
わ
リ

シ
ク
活
で
は
、
語
幹
に
よ
る
修
飾
が
情
意
性
シ
ク
活
に
も
比
較
的
多
く
見

ら
れ
る
。
表
５
は
情
意
性
シ
ク
活
で
語
幹
に
よ
る
連
体
修
飾
用
法
を
持

つ
も

の
と
そ
の
修
飾
名
詞
の
一
覧
で
あ
る
。
修
飾
名
詞
の
後
の
数
字
は
延
べ
用
例

数
で
、
数
字
が
な
い
も
の
は
す
べ
て
一
例
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
五
音
節
語
幹
の
シ
ク
活

（表
５
ａ
）
は
前
節
で
見
た
音
数
律
の

問
題
が
関
わ
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
表
５
ｂ
の
ミ
ガ
ホ
シ
は

［見
十
ガ
＋

ホ
シ
］
で
ガ
は
格
助
詞
で
あ
る
。
ホ
シ
は
こ
の
他
に
ア
リ
ガ
ホ
シ
、
ミ
ホ
シ
、



【表
５
】

b

ウ

ツ

ク

シ

カ

ナ

シ

ウ

ル

ハ

シ

ア
リ
ガ
ホ
シ

ナ
ガ
ナ
ガ
シ

ト

ホ

ト

ホ

シ

（
ナ
グ

（
シ

ウ

ラ
グ

ハ
シ

イ

ロ
グ

ハ
シ

妹
２
、
母

妹

４
夫
２
、
妻

住
み
良
き
里

夜 高
志
の
国

桜
、
葦
垣

布
勢
の
湖
、

山
、
子

子

b

ミ
ガ
ホ
シ

マ
グ

ハ
シ

ク

ハ

シ

カ
グ

ハ
シ

ク

シ

ヨ

ロ

シ

サ
カ

シ

シ

君
２
、
国
２
、
山
、

も
の
、
御
面

児

ろ
女
２
、
妹
２

花
橘
２
、
君

御
魂
２

女 女 妻

キ
ホ
シ
、
［動
詞
未
然
形
十
マ
ク
ホ
シ
］
と
い
う
形
を
と
る
こ
と
も
あ
る
。

そ
の
う
ち
、
連
体
形
に
よ
る
連
体
修
飾
用
法
と
な
る
の
は
、
ガ
が
入
ら
な
い

キ
ホ
シ
か

［動
詞
未
然
形
＋
マ
ク
ホ
シ
］
の
場
合
の
み
で
あ
る
。
［動
詞
未

然
形
＋
マ
ク
ホ
シ
］
は
例
え
ば
ミ
マ
ク
ノ
ホ
シ
キ
キ
ミ
の
よ
う
に
ノ
が
挿
入

さ
れ
た
形
態
を
と
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
形
容
詞
連
体
形
が
連
体
修
飾
用
法

と
な
る
例
で
知
覚
の
対
象
を
伴
う
場
合
は
例
２９
の
よ
う
に
ノ
が
用
い
ら
れ
、

ガ
が
用
い
ら
れ
る
例
は
見
ら
れ
な
い
。

（２９
）
梅
の
花
今
盛
り
な
り
百
鳥
の
声
の
恋
し
き

〈
己
恵
能
古
保
志
棟
〉
春

来
る
ら
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（万
葉
集
五

・
八
三
四
）

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
ミ
ガ
ホ
シ
に
連
体
形
に
よ
る
修
飾
が
見
ら
れ
な
い
の

は
、
こ
の
ガ
と
関
わ
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
ガ
が
ど
の
よ
う
に
関

わ

っ
て
い
る
か
は
明
ら
か
で
は
な
く
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

そ
れ
以
外
の
、
母
や
妻
、
恋
人
な
ど
を
い
と
し
く
思
う
気
持
ち

（
ウ
ル
ハ

シ

・
カ
ナ
シ

・
ウ
ツ
ク
シ

・
ハ
シ
）
、
貴
人
に
対
し
て
立
派
だ
と
思
う
気
持

ち

（
カ
グ

ハ
シ
）
、
自
然
を
美
し
い
と
思
う
気
持
ち

（
カ
グ

ハ
シ
）
、
女
性
を

賢
い
、
あ
る
い
は
結
婚
相
手
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
思
う
気
持
ち

（
サ
カ

シ

・
ヨ
ロ
シ
）
、
神
霊
を
不
思
議
で
あ
る
と
思
う
気
持
ち

（
ク
シ
）
は
、
個

別
の
様
々
な
状
況
を
考
え
る
限
り
に
お
い
て
主
観
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ

の
状
況
を
捨
象
す
れ
ば
あ
る
程
度

一
般
的
な
共
通
概
念
と
な
り
得
る
。
対
象

と
な
る
人
物
を
美
し
い
と
思
う
気
持
ち

（
ク
ハ
シ

・
マ
グ

ハ
シ
）
は
や
や
状

況
が
異
な
る
が
、
次
の
例
は
共
通
概
念
化
さ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

（
３０
）
八
千
矛
の
神
の
命
は
八
島
国
妻
姿
き
か
ね
て
遠
々
し
高
志
の
国
に
賢

し
女
を
有
り
と
聞
か
し
て
麗
し
女
を

〈久
波
志
売
遠
〉
有
り
と
聞
こ
し
て

さ
呼
ば
ひ
に
有
り
立
た
し
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（古
事
記
歌
謡
二
）

ク
ハ
シ
女
は
二
例
い
ず
れ
も
女
性
の
評
判
を
聞
い
て
結
婚
す
る
と
い
う
場
面

で
あ
り
、
そ
の
美
し
さ
は
誰
も
が
認
め
る
も
の
で
あ

っ
た
と
見
て
よ
い
。
こ

の
例
か
ら
、
ク
ハ
シ
妹

・
マ
グ

ハ
シ
児
ろ
の
例
も
、
相
手
を
美
し
い
と
思
う

気
持
ち
は
本
来
は
個
人
の
主
観
的
な
評
価
で
あ
る
が
、
そ
の
美
し
さ
は
自
分

だ
け
で
な
く
誰
も
が
認
め
る
は
ず
だ
と
評
価
し
て
い
る
、
と
見
る
こ
と
も
で

き
よ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
、
情
意
性
シ
ク
活
の
語
幹
に
よ
る
連
体
修
飾
の
用
例
は
、
音

節
数
と
共
通
概
念
化
で
大
部
分
は
説
明
が
で
き
る
。
従

っ
て
、
情
意
性
形
容

詞
で
も
共
通
概
念
化
で
き
る
場
合
は
語
幹
に
よ
る
連
体
修
飾
用
法
も
可
能
と



い
う
点
で
は
ク
活
と
同
様
で
あ
る
。

こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
形
容
詞
の
意
味
は
絶
対
的
に
固
定

さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
状
態
か
ら
情
意

へ
、
あ
る
い
は
情
意
か
ら
状
態

へ
、

と
い
う
連
続
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
形
容
詞
は
対
象

へ
の
知
覚
や

判
断
を
表
す
と
い
う
点
で
は
全
て
同
様
で
あ

っ
て
、
知
覚
や
判
断
が
よ
り
客

観
的
な
も
の

（状
態
）
と
よ
り
主
観
的
な
も
の

（感
情
）
を
両
極
に
お
い
て
、

そ
の
間
は
緩
や
か
に
連
続
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
形
容
詞
の
そ
の
よ
う
な

連
続
は
、
構
文
上
の
特
徴
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
回
、
形
容

詞
の
意
味
と
連
体
修
飾
用
法
の
形
態
に
関
し
て
あ
る
程
度
の
傾
向
が
見
え
、

そ
れ
に
反
す
る
例
も
ま
た
見
え
る
の
は
、
形
容
詞
の
意
味
が
あ
る
程
度
分
類

さ
れ
な
が
ら
あ
る
程
度
他

へ
連
続
す
る
面
も
あ
る
こ
と
の
現
れ
と
も
言
え
る

だ
ろ
う
。五

　
ま
と
め

形
容
詞
の
連
体
修
飾
の
形
態
を
選
択
す
る
に
あ
た

っ
て
、
上
代
で
は
次
の

二
点
が
基
準
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
ク
活
で
は

（
１
）
が
優
先
さ
れ
る
が
、

シ
ク
活
は

（２
）
が
優
先
さ
れ
る
。

（
１
）
形
容
詞
の
意
味
…
…
状
態
性
語
幹
で
は
語
幹
に
よ
る
修
飾
、
情
意
性

語
幹
で
は
連
体
形
に
よ
る
修
飾
が
選
択
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
状
態
性
語

幹
で
も
情
意
性
と
連
続
す
る
面
が
あ
る
場
合
は
連
体
形
に
よ
る
修
飾
が
選

択
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
情
意
性
語
幹
で
も
状
態
性
と
連
続
す
る
面
が
あ

る
場
合
は
語
幹
に
よ
る
修
飾
が
選
択
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

（２
）
語
幹
の
音
節
数
…
…
ク
活
で
は
二
音
節
語
幹
の
場
合
は
語
幹
に
よ
る

修
飾
が
、
三
音
節
以
上
の
複
合
語
幹
等
の
場
合
は
連
体
形
に
よ
る
修
飾
が

選
択
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
シ
ク
活
で
は
音
数
律
の
問
題
か
ら
五
音
節
語

幹
の
場
合
は
語
幹
に
よ
る
修
飾
が
選
択
さ
れ
る
。

音
数
律
の
問
題
は
シ
ク
活
の
み
言
及
し
た
が
、
当
然
ク
活
に
お
い
て
も
連

体
修
飾
の
形
態
の
選
択
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
今
回
示
し

た
基
準
は
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
音
数
律
の
問
題
が
影
響
し
て

い
る
可
能
性
は
高
い
。
た
だ
音
数
律
の
問
題
を
勘
案
し
た
と
し
て
も
、
意
味

と
連
体
修
飾
の
形
態
と
の
対
応
は
意
味
を
持

つ
も
の
と
思
う
。

注（１
）

古
事
記

。
日
本
書
紀
は
歌
謡

（室
寿
含
む
）、
日
本
書
紀
訓
注
、
古
事
記

訓
注

。
以
音
注
の
み
を
対
象
と
す
る
。
日
本
書
紀
訓
注
で
は
、
本
文
中
で
活

用
し
て
用
い
ら
れ
て
い
て
も
訓
注
で
は
終
止
形
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る

の
で
、
連
体
形
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
み
を
例
と
し
て
採
用
し
た
。

（２
）

評
価
形
容
詞
に
分
類
し
た

「愛
し
い
」
は
意
味
の
上
か
ら
は
感
情
に
分

類
す
べ
き
か
と
も
思
わ
れ
る
。
構
文
的
に
は
、
主
語
が
モ
ノ
に
も
な
り
得
る

の
で
評
価
に
分
類
し
た
が
、
「私
」
が
主
語
に
立
つ
こ
と
が
可
能
で
あ
る
点

で
は
感
情
に
連
続
す
る
。
「悪
い
」
の
よ
う
な
評
価
形
容
詞
と

「
う
れ
し
い
」

の
よ
う
な
感
情
形
容
詞
と
の
中
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
言
え
る
。
更
に
別

の
分
類
を
立
て
る
べ
き
か
と
も
思
う
が
、
現
段
階
で
は

「評
価
」
と
し
て
ま

と
め
て
お
く
。

（３
）

例
外
と
な
る
キ
タ
ナ
シ
は
程
度
の
甚
だ
し
さ
を
表
す

「
ナ
シ
」
の
複
合
語

か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
明
ら
か
で
は
な
い
。
シ
コ
メ
シ
は
山
口
佳
紀

（
一
九

八
五
）
で
は

〈
シ
コ

（醜
）
＋
マ
十
ｉ
〉
と
分
析
し
、
マ
は

「情
態
言
を
作

る
接
尾
辞
」
と
み
て
い
る
。
そ
れ
に
従
え
ば
こ
れ
も
派
生
語
幹
と
な
る
。
ま

た
、
中
古
に
な
る
と
語
末
に

「
ケ
シ
」
の
形
を
と
る
形
容
詞
は

「
イ
サ
サ
ケ



業
」
（土
左
日
記

一
月
四
日
）
「
ア
ハ
ツ
ケ
人
」
（源
氏
物
語

・
夕
霧
）
の
よ

う
に
名
詞
を
修
飾
す
る
例
が
見
ら
れ
る
。

（４
）

ア
カ

・
ア
フ
・
ク
ロ
は
名
詞
の
被
覆
形
と
同
形
で
あ
る
の
で
、
そ
の
こ
と

も
用
例
の
多
さ
に
繋
が
っ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
。
実
際
は
形
容
詞
の
語
幹

で
あ
る
の
か
名
詞
の
被
覆
形
で
あ
る
の
か
の
判
断
は
困
難
で
あ
る
。
ど
ち
ら

の
性
格
を
も
含
む
語
構
成
要
素
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
か
。

（５
）
こ
の
考
え
を
推
し
進
め
る
と
、
全
て
の
状
態
性
形
容
詞
に
情
意
性
が
見
ら

れ
、
連
体
形
に
よ
る
連
体
修
飾
用
法
が
多
く
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
考
え
方
に
も
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
情
意
性
の
持
ち
や
す
さ
に
つ
い

て
の
程
度
差
は
あ
る
と
思
わ
れ
、
そ
の
程
度
差
が
こ
の
連
体
形
に
よ
る
連
体

修
飾
用
法
の
用
例
数
に
現
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

（６
）

こ
の
点
に
つ
い
て
は
前
田
富
棋

（二
〇
〇
二
）
に
示
唆
に
富
む
指
摘
が
あ

る
。
「青
猫
」
と
い
う
語
は
詩
語
と
い
う
位
相
で
は
語
で
あ
る
と
し
て
も
社

会

一
般
に
通
用
す
る
語
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
里
円
猫
」
が

一
般
に
用

い
ら
れ
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
詩
人
の

「青
」
に
対
す
る
特
別
の
こ
だ
わ

り
が
あ
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
の
観
点
で
い
え
ば
、
そ
の
特

別
な
こ
だ
わ
り
が
共
通
概
念
化
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、　
一
般
に
通
用
す
る
語

と
し
て
残
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

（７
）

こ
れ
に
つ
い
て
は
シ
ク
活
の
終
止
形
と
語
幹
の
用
法
と
ど
ち
ら
が
先
に
成

立
し
た
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
川
端
善
明

（
一
九
七
九
）
で
は
、
連
体
の

装
定
関
係
を
分
節
統
合
す
る
係
助
詞
シ

（「
ハ
シ
キ
ャ
シ
妹
」
な
ど
の
シ
）

と
複
合
語
に
見
ら
れ
る
シ
と
を
関
連
づ
け
、
複
合
語
に
見
ら
れ
る
シ
は
複
合

関
係
を
確
認
的
に
形
式
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
分
節
的
分
化
の
力
点
と

も
な
る
こ
と
を
述
べ
、
そ
こ
か
ら
形
容
詞
述
定
形
の
成
立
を
見
て
い
る
。
こ

の
問
題
に
つ
い
て
本
稿
で
は
触
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
が
先
で
あ
っ
て
も
シ
が

分
節
の
力
点
に
な
る
点
は
同
様
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。

（８
）

ハ
ナ
グ
ハ
シ
は
枕
詞
と
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
だ
が
、
「
ハ
ナ
十
ク

ハ
シ
」
と
い
う
語
構
成
か
ら
は
形
容
詞
と
言
え
る
の
で
、
こ
こ
は
語
幹
の
用

法
と
し
て
挙
げ
た
。

【使
用
テ
キ
ス
ト
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

万
葉
集

・
古
事
記

。
日
本
書
紀
…
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

『
万
葉
集
』
、
『古
事

記
』
、
『
日
本
書
紀
』
（小
学
館
）／
続
日
本
紀
宣
命
…
北
川
和
秀
編

『続
日
本
紀
宣

命
稿
本

・
総
索
引
』
釜
口川
弘
文
館
）／
延
喜
式
祝
詞
…
沖
森
卓
也
編

『厳
鯨
姻
越
本

延
喜
式
祝
詞
総
索
引
』
（汲
古
書
院
）

【参
考
文
献
】

川
端
善
明

（
一
九
七
六
）
「用
言
」
『岩
波
講
座
日
本
語
６
　
文
法
Ｉ
』
岩
波
書
店

（
一
九
七
九
）
『
活
用
の
研
究
Ⅱ
』
大
修
館
書
店
、
本
稿
で
は
清
文
堂

出
版
の
増
補
再
版
本

（
一
九
九
七
）
を
参
照

（
一
九
八
三
）
「文

の
構
造
と
種
類
―
―
形
容
詞
文
―
―
」
『
日
本
語

学
』
第
二
巻
第
五
号
　
明
治
書
院

阪
倉
篤
義

（
一
九
八
五
）
「歌
こ
と
ば
の
一
面
」
『文
学

・
語
学
』

一
〇
五

坪
井
美
樹

（二
〇
〇

一
）
『
日
本
語
活
用
体
系
の
変
遷
』
笠
間
書
院

蜂
矢
真
郷

（
一
九
九
二
）
「多
少
と
大
小
」
『記
紀
萬
葉
論
叢
』
塙
書
房

前
田
富
棋

（二
〇
〇
二
）
里
叩か
ら
語
彙
へ
―
―
言
語
文
化
史
の
観
点
か
ら
―
―
」

『国
語
学
』
二
〇
八

山
口
佳
紀

（
一
九
八
五
）
『古
代
日
本
語
文
法
の
成
立
の
研
究
』
有
精
堂
出
版

（
二
〇
〇

一
）
璽
嘔
形
変
化
に
関
す
る

一
問
題
―
―

ア
ラ
タ
シ

（新
）

か
ら
ア
タ
ラ
シ

（新
）

へ
―
―
」
『
日
本
語
史
研
究
の
課
題
』
武
蔵
野

書
院

―
筑
紫
女
学
園
大
学
非
常
勤
講
師
―


